
【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

850 人件費割合(%) 0.5

0.1 平均人件費

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

平成２5年度 平成26年度 平成27年度

最終目標値

市民 子育て支援の充実 入所定員の拡大（人）  2,100人

受益者 受益者の考えている価値

 2,100人 2,140人

事業開始時

目
総事業費 500,000 千円

375,000 1

細目

会計種類 一般会計

細々目
予算科目

款 項

23 2

人件費（B）

従事職員数(人) 0.1

850

事業費（A）

施設工事費
解体撤去費
仮設工事費

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等

総コスト計

補助率、交付
税措置率等

376,700総コスト（A＋B） 225,850 150,850

施設工事費
解体撤去費
仮設工事費

事業費内訳
（主なもの）

225,000

125,000
(75,000) (50,000) (125,000)

75,000 50,000

(75,000) (50,000)

（単位：千円）

250,000

合計

求められる成果（単位）

事 業 内 容

○怡土中央台保育園（平成26年度）
　昭和56年に竣工した園舎を建替える。
　耐震診断：A判定

○いわら保育園（平成27年度）
　昭和54年に竣工した園舎を建替える。
　耐震診断：未実施

事業期間 平成２６年度 ～ 平成２７年度（２年間）

（うち市予算化分）
千円

事業目的

昭和56年以前の旧耐震基準で建築された建物につい
て、国･県補助事業として適用される場合に、待機児童
の解消と併せ、建物の建替え・改修事業を実施する。

基本目標２　子どもが健やかに育つまちづくり

政　策 （１）子育て支援の充実

施　策 　②　保育所などのサービスを充実させる

重点プロジェクト 　子育て支援プロジェクト

人権福祉部 子ども課事 業 名 担当部課民間保育所施設整備事業

375,000150,000

（　）は設置者負担

50％

8,500

民間保育所

実施方法 補助

(125,000)

7

進捗状況
・

現状

糸島市保育協会において、施設
整備調査を実施。旧耐震基準の
建物８園中、５園から整備の希望
あり。
耐震診断の実施状況や建替えの
希望年度等を考慮し施設整備を
実施する。

事業主体

現在値

100,000

福岡県子育て応援基金 県支出金 子育て支援対策臨時特例交付金（安心こども基金）交付要綱

150,000
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

児童厚生施設等整備事業 県支出金

その他

2,550 人件費割合(%) 5.8

児童厚生施設等整備事業費交付要綱 2/3

現在地 最終目標値

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

14,336 14,336

一般会計

3

項 目

平成27年度

事業開始時

（単位：千円）

前原南：1.65㎡
引津：1.65㎡

前原南：1.1㎡
引津：0.81㎡

市民
児童１人当たりの

生活スペース確保（遊戯室）
前原南：1.1㎡
引津：0.81㎡

前原南第２放課後児童クラブの建設（平成２５年度）
　建設場所　前原南小学校敷地内（既存施設横）
　木造　1棟　延床面積　１７5．5㎡

引津第２放課後児童クラブの建設（平成２６年度）
　建設場所　引津小学校敷地内（既存施設横）
　木造　1棟　延床面積　１７5．5㎡

進捗状況
・

現状

千円 予算科目
款

事 業 内 容

総事業費 84,918
細目

84,918

（うち市予算化分）
千円

細々目

人権福祉部

事業主体

担当部課

入所児童急増により、平成２４年７
月現在、児童一人当たりの生活
スペースは、前原南1.1㎡、引津
0.8１㎡であり、厚生労働省ガイド
ラインの、１．６５㎡を下回ってい
る。引津放課後児童クラブにおい
ては、夏休み期間中、指導員を
増加し、引津小学校会議室と放
課後児童クラブとに児童を分けて
保育を行っている。

糸島市

実施方法

会計種類

直営

子ども課

基本目標２　子どもが健やかに育つまちづくり

施　策 　②　保育所などのサービスを充実させる

重点プロジェクト 　子育て支援プロジェクト

（１）子育て支援の充実政　策

事業目的

入所児童の急増により、厚生労働省ガイドラインによ
る、保育スペース1人当たりの1.65㎡を大きく下回って
いる。施設の増設により児童の活動スペースを確保し、
児童の健全育成を図る。

放課後児童クラブ整備事業事 業 名

子育て支援事業充実

平成２5年度 平成26年度

事業期間 平成２４年度 ～ 平成２６年度（３年間）

82

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位）

28,672

合計

25,000 21,500 46,500

8,411

事業費（A）

一般財源
2,788 5,623

平均人件費

42,124 41,459 83,583

8,500従事職員数(人)

事業費内訳
（主なもの）

工事請負費 工事請負費

0.3 0.3

人件費（B） 2,550

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等

総コスト（A＋B） 総コスト計

補助率、交付
税措置率等

44,674 44,009 88,683

市町村合併推進事業 地方債 合併特例事業推進要綱 90%
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等

一般財源
39,503

地方債

児童、教職員
及び地域住民

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

その他

－

平成26年度

－ －
危険箇所（設備）、

不具合箇所（設備）の解消

平成27年度平成２5年度 合計

現在地

安心して利用できる
施設設備の維持

234,787
千円

項
予算科目

事業開始時

（うち市予算化分） 細々目目

2

細目

1 101 1

最終目標値

10
234,787 千円

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 小学校施設改修事業 教育部 学校教育課担当部課

基本目標２　子どもが健やかに育つまちづくり

施　策

事 業 内 容

糸島市立小学校の小規模営繕工事を行う｡
校舎､体育館､プール等の建築物の改修工事及びグラ
ウンド､校庭､屋外教育施設等の環境整備を行う｡
一定年数以上経過した施設（建物）については､維持
整備費用が必要である。
定期的な維持整備工事を実施することにより､施設そ
のものの寿命を延ばすことができ､結果的に経費の節
減につながる｡

進捗状況
・

現状

H22　40,000千円（工事数57件）
H23　41,782千円（工事数77件）
H24　36,000千円

　④　子どもの学習意欲・自尊感情・体力の向上を支援する

政　策 （２）学校教育の充実

糸島市
事業目的

小学校教育環境整備
（市内小学校の小規模営繕工事を行い、事故防止、施
設の長寿命化を図る。）

実施方法 直営

事業主体

総事業費

（単位：千円）

受益者の考えている価値

事業期間 平成２２年度 ～ 会計種類

款

受益者 求められる成果（単位）

一般会計

112,00534,175 38,327

112,005

8,5001.5 1.5 平均人件費

工事請負費
消耗品費

工事請負費
消耗品費

27.5

事業費内訳
（主なもの）

従事職員数(人)

人件費（B） 17,000

2

工事請負費
消耗品費

56,503 46,925 51,077

事業費（A）
39,503 34,175 38,327

12,750 人件費割合(%)

補助率、交付
税措置率等

総コスト計 154,505総コスト（A＋B）

12,750
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

総コスト（A＋B） 18,250

4,250

財源の種類

人件費（B）

76,739

19.4人件費割合(%)

18,255

補助率、交付
税措置率等

根拠法令等

総コスト計

6,375 4,250

40,234

最終目標値

8,500

現在地

－ －

0.5 0.5 平均人件費

事業開始時

－

84,506 10 3 1
予算科目

款

6 1

目

事業目的

事業期間 平成２２年度 ～ 会計種類 一般会計

担当部課事 業 名 中学校施設改修事業

重点プロジェクト

項 細々目

進捗状況
・

現状

平成22年度
　18,000千円（工事数47件）
平成23年度
　14,000千円（工事数23件）
平成24年度
　14,000千円

事業主体 糸島市

実施方法 直営

施　策

政　策 （２）学校教育の充実

求められる成果（単位）

　④　子どもの学習意欲・自尊感情・体力の向上を支援する

中学校教育環境整備
（市内中学校の小規模営繕工事を行い、事故防止、施
設の長寿命化を図る。）

千円総事業費
細目

　該当なし

教育部

千円

基本目標２　子どもが健やかに育つまちづくり

学校教育課

事 業 内 容

糸島市立中学校の小規模営繕工事を行う｡
校舎､体育館､プール等の建築物の改修工事及びグラ
ウンド､校庭､屋外教育施設等の環境整備を行う｡
一定年数以上経過した施設（建物）については､維持
整備費用が必要である。
定期的な維持整備工事を実施することにより､施設そ
のものの寿命を延ばすことができ､結果的に経費の節
減につながる｡

受益者の考えている価値

84,506

安心して利用できる
施設設備の維持

危険箇所（設備）、
不具合箇所（設備）の解消

受益者

平成２5年度 平成26年度

（単位：千円）

平成27年度 合計

61,86414,000 14,005

61,86433,859 14,000 14,005

33,859

工事請負費
消耗品費

工事請負費
消耗品費

工事請負費
消耗品費

財
源
内
訳

一般財源

国庫支出金

地方債

その他

県支出金

事業費（A）

（うち市予算化分）

生徒、教職員
及び地域住民

事業費内訳
（主なもの）

従事職員数(人) 0.75
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

補助率、交付
税措置率等

人件費（B） 5,100 4,250

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等

総コスト（A＋B） 49,100 24,250 26,800

人件費割合(%)

20,000

16.1

平均人件費 8,5000.8

総コスト計 100,150

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

6,800

その他

一般財源

最終目標値

児童生徒、教職員
教育環境の充実、安定
的な学校給食の提供

各学校の計画的な備品等の
更新（校）

22 22 22

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位）

総事業費 264,000 千円
（うち市予算化分） 細々目

事業開始時

264,000

現在値

千円 予算科目
款 項 細目

学校備品等購入事業 担当部課

平成２５年度 ～ 平成３６年度（１２年間） 会計種類 一般会計

事 業 名

糸島市
児童生徒および教職員が学校で使用する備品等を更
新することにより、学習環境・給食環境の改善、児童生
徒の安全確保、校務の効率化を図る。

老朽化や破損等により児童生徒
の学習環境が確保できていない
ものや、今後、給食の提供に支障
をきたす恐れがあるものがある。

進捗状況
・

現状

教育部 学校教育課

直営実施方法

事 業 内 容

目

基本目標２　子どもが健やかに育つまちづくり

政　策 （２）学校教育の充実

施　策 　④　子どもの学習意欲・自尊感情・体力の向上を支援する

重点プロジェクト 　子育て支援プロジェクト

事業目的
事業主体

学校で使用する備品・消耗品等を計画的に更新する。

平成27年度

事業期間

（単位：千円）

合計平成２5年度 平成26年度

20,000

従事職員数(人) 0.6 0.5

事業費内訳
（主なもの）

消耗品費
備品購入費

事業費（A）

84,00044,000 20,000

84,00044,000 20,000

消耗品費 消耗品費
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

 1/3

義務教育施設整等備事業
債

地方債 義務教育諸学校施設費国庫負担法 90%

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

学校施設環境改善交付金 国庫支出金 　義務教育諸学校施設費国庫負担法

財源の種類

人件費（B） 850

総コスト計 142,927総コスト（A＋B） 3,206 139,721

根拠法令等

0.3

人件費割合(%)

補助率、交付
税措置率等

従事職員数(人) 0.1

2.42,550

2,356

その他

139,527137,171

78,798

地方債

76,442

県支出金

最終目標値

生徒
効率的な水泳授業の実

施
各学校へのプール設置 4 4 5

受益者

事 業 内 容

受益者の考えている価値 求められる成果（単位）

一般会計

予算科目
款 項

10 3
千円

目 細目 細々目
総事業費 143,469 千円

（うち市予算化分）

7

プール未設置の二丈中学校にプール（４００㎡）を新築
する。

進捗状況
・

現状

水泳授業は、学校にプールがな
いため、民営プールを利用し実
施している。

平成24年度　基本設計業務

1 1･2

基本目標２　子どもが健やかに育つまちづくり

政　策 （２）学校教育の充実

施　策 　④　子どもの学習意欲・自尊感情・体力の向上を支援する

二丈中学校プール新築事業 担当部課 学校教育課事 業 名 教育部

21,829

現在地

（単位：千円）

21,829

合計

8,500平均人件費

直営

事業開始時

重点プロジェクト 　該当なし

平成２5年度

国庫支出金

平成26年度

事業目的

中学校教育環境整備
（プール未設置校に施設を整備し、教育施設の均衡を
図る）

事業主体

平成27年度

143,469

糸島市

実施方法

事業期間 平成２４年度 ～ 平成２６年度（３年間） 会計種類

財
源
内
訳

38,900

一般財源

38,900

事業費内訳
（主なもの）

事業費（A）
2,356

委託料
工事請負費
委託料
申請手数料
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

義務教育施設整等備事業
債

地方債 義務教育諸学校施設費国庫負担法

 1/3

90%

学校施設環境改善交付金 国庫支出金 義務教育諸学校施設費国庫負担法

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等
補助率、交付
税措置率等

総コスト計 379,377総コスト（A＋B） 40,973 136,564 201,840

0.3

人件費割合(%) 1.8

従事職員数(人)

人件費（B）

134,014 199,290 372,577

1,700 2,550 2,550

8,5000.2 0.3 平均人件費

39,273 105,416 156,442 301,131

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

1 0

受益者 受益者の考えている価値

生徒、教職員
安心して利用できる

施設設備
耐震性の不足した建物（棟） 1

求められる成果（単位） 事業開始時

千円 予算科目
款 目項

1･210 3 6

事業期間 平成２４年度 ～ 平成２８年度（５年間） 会計種類 一般会計

事 業 内 容

木造2階建て校舎解体　998㎡（9教室）

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造2階建校舎新築　1,047ｍ
2
（5教室）

既存校舎改修　295ｍ2（2教室）、設計監理業務　1式

仮設校舎プレハブリース　328.86ｍ2（2教室）
H24～25　改築工事設計、地質調査委託・木造校舎解
体
H25～27　仮設校舎ﾌﾟﾚﾊﾌﾞﾘｰｽ（3年間、2教室）
H26～27　校舎新築工事
H27～28　校舎改修実施設計、改修工事、監理業務
委託

進捗状況
・

現状

・昭和55年度改築
・老朽化が著しい。
・H21実施の耐力度調査の結果、
老朽化による改築事業の採択基
準に達した。（998㎡のうち551㎡）

H24　基本設計業務

事業目的

中学校教育環境整備
（老朽化した校舎の改築により、事故を防止し、生徒・
教職員の安全を確保する）

事業主体

前原中学校校舎改築事業 担当部課

実施方法

教育部 学校教育課

糸島市

直営

細々目細目

1

　④　子どもの学習意欲・自尊感情・体力の向上を支援する

平成26年度

427,820 千円
（うち市予算化分）

427,820

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名

政　策

現在地 最終目標値

（２）学校教育の充実

施　策

基本目標２　子どもが健やかに育つまちづくり

平成２5年度

総事業費

10,298 15,448 25,746

（単位：千円）

平成27年度 合計

18,300 27,400 45,700

事業費（A）

事業費内訳
（主なもの）

実施設計業務委託
仮設校舎プレハブリース
既存校舎解体工事

改築工事
監理業務委託
仮設校舎プレハブリース

改築工事
監理業務委託
仮設校舎プレハブリース

39,273
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等
補助率、交付
税措置率等

扇風機リース料

8,500従事職員数(人) 0.01 0.01 0.01 平均人件費

12,387 12,387

財
源
内
訳

扇風機リース料

12,387

12,387 37,161

37,161

扇風機リース料

その他

一般財源
12,387

事業費（A）

総事業費

受益者 受益者の考えている価値 求められる成果（単位）

児童生徒
及び教職員

国庫支出金

12,387

地方債

県支出金

熱中症にならない
教育環境施設整備

室内での授業における熱中症
になる児童・生徒の解消(人）

平成２5年度 平成26年度

0

61,935 千円

（うち市予算化分）

61,935
予算科目

款

事業期間 平成２４年度 ～ 平成２８年度（５年間） 会計種類 一般会計

基本目標２　子どもが健やかに育つまちづくり

事 業 内 容

小中学校の各普通教室に扇風機を4台設置する。

進捗状況
・

現状

H24　リース契約・扇風機設置
　小学校　２２６教室
　中学校　１０５教室
　　 計　　 ３３１教室

施　策

政　策 （２）学校教育の充実

　④　子どもの学習意欲・自尊感情・体力の向上を支援する

重点プロジェクト

10

糸島市

　該当なし

事 業 名 小中学校扇風機設置事業 担当部課 教育部 学校教育課

小中学校教育環境整備
（熱中症予防、学習への集中力を高めることにより学力
向上を図る。）事業目的

事業主体

実施方法

2・3 1
千円

直営

細目 細々目項

108・
109

1

目

合計

現在地 最終目標値

0 0

（単位：千円）

平成27年度

事業開始時

総コスト（A＋B） 12,472

85

12,472

85

事業費内訳
（主なもの）

人件費（B） 0.785

37,416総コスト計

人件費割合(%)

12,472
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

人件費（B）

補助率、交付
税措置率等

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等

総コスト（A＋B） 16,275 5,850

1,275

0.15 0.1

850

8,500

5,850

人件費割合(%)

平均人件費

850 10.6

総コスト計 27,975

0.1

事業費内訳
（主なもの）

従事職員数(人)

県支出金

地方債

その他

一般財源

事業費（A）

財
源
内
訳

国庫支出金

15,000 5,000 25,000

15,000 5,000 5,000

0
危険箇所（設備）、

不具合箇所（設備）の解消
5

（単位：千円）

求められる成果（単位）

平成２5年度

最終目標値

合計

10

5

総事業費 129,500 千円
（うち市予算化分）

受益者 受益者の考えている価値

児童・生徒
教職員

地域住民

安心して利用できる
施設設備の維持

細々目

109･
110

1129,500

施　策 　④　子どもの学習意欲・自尊感情・体力の向上を支援する

事 業 内 容

老朽化した受電設備（キュービクル）を更新する。
　
設置後、２５年程度経過し、かつ、点検により更新の指
摘を受けた施設の改修を順次行い、波及事故を防止
する。
平成２４年度　一貴山小、前原西中
平成２５年度　前原小、加布里小、深江小
平成２６年度　雷山小
平成２７年度　前原中

進捗状況
・

現状

現在、２５年を経過し、点検による
更新の指摘を受けた施設
一貴山小　４０年
前原小　 　３３年
加布里小　３２年
前原西中　２８年
深江小　 　２５年

直営

糸島市事業主体

担当部課

基本目標２　子どもが健やかに育つまちづくり

重点プロジェクト 　該当なし

学校教育課

目

一般会計事業期間 平成２４年度 ～ 平成３３年度（１０年間） 会計種類

実施方法
事業目的

小中学校教育環境整備
（老朽化した設備を改修し、事故を防止する）

細目

予算科目

教育部事 業 名 小中学校受電設備改修事業

政　策 （２）学校教育の充実

平成26年度 平成27年度

2･3 1
千円

款

事業開始時

項

現在地

工事請負費 工事請負費

5,000

工事請負費

25,000
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

100%

学校施設環境改善交付金 国庫支出金 　義務教育諸学校施設費国庫負担法  1/3

学校教育施設整備事業債 地方債 義務教育諸学校施設費国庫負担法

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等
補助率、交付
税措置率等

総コスト（A＋B） 1,700 18,983 16,994

10.2

平均人件費 8,5000.15

総コスト計 37,677

従事職員数(人) 0.2 0.1

850 1,275 人件費割合(%)人件費（B） 1,700

【15,000】

事業費内訳
（主なもの）

工事請負費 工事請負費

【3,174】

【15,000】
財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

細々目

児童、生徒
教職員

熱中症にならない
教育環境施設整備

室内での授業における熱中症
になる児童・生徒の解消(人）

0

予算科目
25,800

0 0

款 項 目 細目

現在地 最終目標値

10 2･3

糸島市

実施方法 直営

施　策 　④　子どもの学習意欲・自尊感情・体力の向上を支援する

基本目標２　子どもが健やかに育つまちづくり

政　策 （２）学校教育の充実

会計種類

受益者

教育部 学校教育課事 業 名 小中学校空調設備整備事業 担当部課

事業目的

小中学校教育環境整備
（市内小中学校の空調環境の向上、修繕費用の削減
電力量・料金の節約）

事業主体

総事業費 244,852

事業期間 平成２４年度 ～ 平成３３年度（９年間）

千円
（うち市予算化分）

千円

事 業 内 容

空調設備の設置・改修（更新）事業。
特別教室への空調設備設置。
老朽化した空調設備（エアコン）の取替工事
設置後、１５年程度超過で更新計画。
対象：全小中学校
Ｈ24－12台　Ｈ26－13台　Ｈ27－12台  H28－7台
Ｈ29－13台　Ｈ30－24台　Ｈ31－21台　H32－10台

進捗状況
・

現状

　該当なし重点プロジェクト

更新時期を迎えている空調機が
多く存在する。
故障が多発しており、修繕費が嵩
み、対応部品の製造中止等で対
応に苦慮している。
　・設置数 　　230台
　・改修計画　144台

（単位：千円）

平成２5年度 平成26年度 平成27年度 合計

受益者の考えている価値 求められる成果（単位） 事業開始時

一般会計

【7,626】 【7,626】

33,852
【25,800】 【25,800】

工事請負費 【 】は繰越明許費

事業費（A）

18,133 15,719

18,133 15,719

一般財源
【3,174】

33,852
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

学校教育施設整備事業債 地方債 義務教育諸学校施設費国庫負担法 100%

学校施設環境改善交付金 国庫支出金 義務教育諸学校施設費国庫負担法  1/3

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等
補助率、交付
税措置率等

人件費割合(%) 14.2

総コスト（A＋B） 29,993 0 0

事業費内訳
（主なもの）

委託料
工事請負費

総コスト計 29,993

人件費（B） 4,250 0 0

従事職員数(人) 0.5 平均人件費 8,500

【25,743】

【 】は繰越明許費

事業費（A）
【25,743】

【5,778】
一般財源

【5,778】

その他

【13,200】

【6,765】

財
源
内
訳

国庫支出金
【6,765】

県支出金

地方債
【13,200】

（単位：千円）

平成２5年度 平成26年度 平成27年度 合計

受益者 受益者の考えている価値

児童、生徒
教職員

地域住民

地震等の災害時における
児童生徒等の安全確保、

非難場所としての機能強化
施設の安全性確保

未実施
２校

求められる成果（単位） 事業開始時 現在地 最終目標値

細々目

未実施
２校

未実施
０校

10 2･3 1 116 1･2
千円 予算科目

款 目 細目項
総事業費 25,743 千円

（うち市予算化分）

事業期間 平成２４年度 ～ 平成２５年度（２年間）

25,743

会計種類 一般会計

事 業 内 容

・建築非構造部材の耐震化工事（外壁、天井材、照明
器具等の落下防止）
・児童生徒等の安全を確保する上で必要な工事
・屋外防災施設（防災緑地、備蓄倉庫、屋外便所等）
・自家発電設備の整備
・その他防災機能強化に資する工事

進捗状況
・

現状

福吉小学校屋内運動場
天井材落下防止対策未実施
昭和60年12月建築

前原東中学校屋内運動場
梁天井材落下防止対策未実施
平成13年度大規模改造事業実
施

担当部課 教育部 学校教育課

事業目的

小中学校教育施設の防災機能強化
建物の非構造部材（外壁、天井、照明器具等）の耐震
化工事

事業主体 糸島市

実施方法 直営

　④　子どもの学習意欲・自尊感情・体力の向上を支援する

重点プロジェクト 　該当なし

事 業 名 小中学校防災機能強化事業

基本目標２　子どもが健やかに育つまちづくり

政　策 （２）学校教育の充実

施　策
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【糸島市長期総合計画に掲げる政策・施策】

【事業の内容】

【事業費について】

個性ある地域づくり推進事
業

県支出金 個性ある地域づくり推進事業補助金交付要綱 50%

総コスト計 22,100

ふるさと応援寄附 その他 糸島市ふるさと応援寄附条例
定額5,700千

円

平均人件費 8,500

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

財源の種類 根拠法令等
補助率、交付
税措置率等

総コスト（A＋B） 18,700 1,700 1,700

従事職員数(人) 0.2 0.2 0.2

人件費（B） 1,700

(5,800)
17,000 17,000

1,700 1,700

（　）は経常経費

人件費割合(%)

(2,900)

23.1

事業費（A）
(2,900) (2,900)

移動天文台整備費
委託費

委託費 委託費
事業費内訳

（主なもの）

(5,800)
3,800 3,800

(2,900)

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

5,700 5,700

7,500

その他

一般財源

地方債

7,500

50

（単位：千円）

平成27年度 合計平成２5年度 平成26年度

12

項

受益者の考えている価値

市民
市内で行われる
観望会等の数

50（回／年）

受益者 現在値

12

平成２５年度（１年間）

最終目標値求められる成果（単位） 事業開始時

千円
2 1 7

款 目

事 業 内 容

・移動天文台（車載した自走式天体望遠鏡）を整備
・市内各校区で観望会を実施
・九大、公民館、小中学校と連携した観望会等を実施
・指導者講習会の実施
・指導者ボランティアを育成し、概ね３年後を目安に天文台運
営の方法を検討する。
・ＨＰで天体観測情報や「糸島の空」の紹介などを発信する。

進捗状況
・

現状

平成24年度は、市立公民館５館で計
８回の観望会を実施。
なお、実施にあたっては、市内のボラ
ンティアの方に機材持ち込みで観察
指導を依頼している。
また、市主催で九州大学、市内ボラン
ティア、民間企業と連携し、観望会を
2回、その他天文関連イベントを２回
実施。

総事業費 17,000 千円
（うち市予算化分）

17,000

事業期間

担当部課
企画部
教育部

予算科目

一部委託

細々目

700 22

細目

会計種類 一般会計

重点プロジェクト 　該当なし

経営企画課
生涯学習課

事業目的

天文台を中心に、子どもたちの空や宇宙への夢を創造させる
機会を設けることを目的とする。
また、自然のもたらす宝である美しい「いとしまの空」を利用者
に体験してもらい新しい観光・ブランドの確立をめざすととも
に、九州大学、NPO団体、学校など市内の新たな連携・交流
の創出を図る。

事業主体 糸島市

実施方法

事 業 名
“夢”創造プロジェクト―いとしま天文台整備事業
―

基本目標２　子どもが健やかに育つまちづくり

政　策 （３）青少年の健全育成

施　策 　⑨　青少年が主体的に活動する環境を整備する
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